




　我が国が本格的な人口減少社会に突入し、今後も更なる人口減

少が見込まれる中、将来にわたって元気な山口県を創っていくた

めには、本県における人口減少の大きな要因のひとつである少子

化への対策を強化し、「少子化の流れ」を変えることが極めて重要

です。

　しかしながら、昨年の出生数は、２年連続、全国で１００万人を、

そして本県でも１万人を割り込み、依然として少子化に歯止めが

かからない、大変厳しい状況が続いています。

　こうした中、国においては、昨年１２月に閣議決定した「新しい経済政策パッケージ」

において、幼児教育の無償化や、待機児童を解消するための受け皿となる保育所等の整備

の前倒しを打ち出すなど、少子化対策、子育て支援の更なる拡充に取り組むとされていま

す。

　私は、こうした国の動きにも適切に呼応しながら、この度、新たな県政運営の指針とな

る「やまぐち維新プラン」を策定し、重点施策として、「結婚、妊娠・出産、子育て応援

プロジェクト」を掲げ、若い世代が結婚の希望を叶え、安心して子どもを生み育てること

ができるよう、子どもと子育て世帯を支える県づくりを社会全体で積極的に推進していく

こととしています。

　この白書は、「子育て文化創造条例」に基づく年次報告であり、本県における子どもと

家庭を取り巻く現状について紹介するとともに、平成２９年度に取り組んだ施策、および

平成３０年度に取り組もうとする施策などを取りまとめています。

　本書を通じて、より多くの県民の皆様に、本県の子育て支援・少子化対策について関心

と理解を深めていただき、若い世代が希望を叶えることができる社会の実現に向けた取組

の一助となれば幸いです。

　平成３０年１０月
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子育て文化創造白書の刊行に当たって










